
介紹

さ
れ
て
い
る
。
第
四
章
　
　
犯
罪
者
の
監
獄
と
貧

困
者
の
監
獄
1
…
で
は
、
犯
罪
者
監
獄
と
債
務
老

監
獄
の
陰
惨
な
実
態
と
そ
れ
ら
の
目
覚
ま
し
い
近

代
化
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
五
章
一
薔

薇
と
堆
肥
一
で
は
、
　
「
岸
の
労
働
者
」
・
h
泥
ひ

ば
り
」
・
さ
ら
い
屋
・
ご
み
集
め
・
煙
突
掃
除
少

年
・
詩
の
大
道
商
人
・
乞
食
・
売
春
婦
な
ど
の
雑

多
な
貧
民
が
集
中
的
に
登
場
し
て
い
る
。
八
丈
は

こ
れ
ら
の
貧
民
を
ロ
ソ
ド
ソ
と
い
う
大
輪
の
「
薔

薇
の
美
し
さ
を
保
つ
堆
肥
」
で
あ
る
と
結
論
し
て

い
る
。

　
本
書
は
著
老
も
認
め
る
通
り
、
一
世
紀
前
の

「
他
人
の
見
た
」
ロ
ソ
ド
ソ
の
断
片
を
集
成
し
た

著
作
で
あ
り
、
一
貫
し
た
論
旨
に
滋
か
れ
て
は
い

な
い
。
ま
た
史
料
も
多
く
を
当
蒔
の
詩
や
小
説
か

ら
得
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
実
の
正
確
な
描
写
と

は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
を
史
料
の
範

囲
に
含
め
る
か
の
問
題
が
残
る
と
し
て
も
、
莫
大

な
史
料
か
ら
抽
出
さ
れ
た
こ
の
一
九
世
紀
の
ロ
ソ

ド
ソ
像
は
、
急
激
な
膨
張
に
間
断
な
く
揺
さ
ぶ
ら

れ
、
万
国
博
の
栄
光
や
世
界
一
の
都
市
の
美
名
の

陰
で
犯
罪
と
貧
困
と
に
深
く
蝕
ま
れ
て
い
た
往
蒔

の
ロ
ン
ド
ン
を
髪
髭
と
さ
せ
る
。
そ
れ
は
他
に
類

を
見
な
い
特
異
性
を
持
つ
都
市
の
姿
で
も
あ
っ
た
。

一
方
、
本
書
に
み
ら
れ
る
犯
罪
・
貧
困
に
視
点
を

据
え
て
の
都
布
研
究
は
、
産
業
革
命
期
の
犯
罪
に

関
す
る
最
近
活
発
化
し
た
研
究
の
動
向
か
ら
も
往

目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
我
国
で
最
初
に
ロ
ン
ド
ン
を

限
定
的
に
取
り
扱
っ
た
著
作
で
あ
る
点
で
、
本
書

は
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
者
に
と
っ
て
；
覗
に
値
す
る

書
物
で
あ
る
と
雷
え
よ
う
。

　
　
（
新
書
判
　
一
ご
コ
頁
　
一
九
七
八
年
二
月
　
中
央

　
公
論
裁
　
四
〇
〇
円
）
　
　
　
　
　
（
江
川
志
を
り
）

L
A
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行

『
L
A
研
究
』
四
号
・
六
号

　
本
誌
は
、
昭
和
四
六
年
創
刊
以
来
、
す
で
に
六

号
を
か
ぞ
え
る
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
研
究
誌
で
あ

る
。
L
A
研
究
セ
ン
タ
ー
と
は
、
関
西
在
住
の
若

手
研
究
者
有
志
約
贈
名
か
ら
成
る
研
究
グ
ル
ー
プ

で
あ
る
。
準
会
員
の
専
攻
は
歴
史
・
文
学
・
経
済

・
政
治
と
多
岐
に
わ
た
る
が
、
マ
リ
ア
テ
ギ
と
土

地
制
度
史
の
二
点
を
共
同
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
随

時
読
書
会
が
も
た
れ
て
い
る
。

　
マ
リ
ア
テ
ギ
一
〇
ω
O
O
曽
二
〇
ω
］
≦
僻
ユ
鋒
①
σ
Q
月
一
（
一

八
九
四
i
一
九
三
〇
年
）
は
、
ペ
ル
ー
、
否
、
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
生
ん
だ
最
初
の
マ
ル
ク
ス
主
義

思
想
家
で
あ
り
、
丁
度
五
十
年
前
の
一
九
二
八
年

秋
に
は
彼
に
よ
っ
て
ペ
ル
ー
社
会
党
（
彼
の
没
後
、

ペ
ル
ー
共
産
党
と
改
称
）
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

『
L
A
研
究
』
四
号
（
昭
和
五
〇
年
冬
刊
）
は
、

彼
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
『
ペ
ル
ー
の
現
実
解
釈

の
た
め
の
七
つ
の
試
論
』
（
壇
§
幸
い
δ
砺
§
軌
ミ
ミ
、
－

特
蕊
野
鼠
§
§
ミ
遷
ミ
裁
犠
職
黛
蓑
§
ミ
魑
這
悼
○
。
）

の
第
一
試
論
（
ペ
ル
ー
経
済
概
史
）
と
第
二
試
論

（
イ
ン
デ
ィ
オ
問
題
）
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
試
論
に
よ
る
と
、
当
時
の
ペ
ル
ー
に
は
原
始

共
産
制
経
済
の
残
津
・
封
建
経
洛
∵
ブ
ル
ジ
ョ
ア

経
済
と
い
う
三
つ
の
経
済
要
素
が
共
存
し
て
い
た

が
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
経
済
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主

義
か
ら
「
技
術
」
だ
け
を
取
り
入
れ
「
精
神
」
を

な
お
ざ
り
に
し
た
、
創
造
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ

ρ
た
。

　
マ
リ
ア
テ
ギ
が
ペ
ル
ー
の
歴
史
的
変
革
主
体
に

想
定
し
た
の
は
人
口
の
五
分
の
四
を
占
め
る
「
イ

ン
デ
ィ
オ
」
　
（
人
種
的
概
念
で
は
な
い
）
で
あ
る
。

第
二
試
論
に
お
い
て
彼
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
問
題
と

い
わ
れ
る
も
の
が
行
政
・
人
種
・
道
徳
・
宗
教
・

教
育
の
問
題
で
は
な
く
実
は
土
地
問
題
で
あ
る
と

結
論
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
彼
の
イ
ン
デ
ィ
ヘ

ニ
ズ
モ
の
精
髄
で
あ
り
、
被
抑
圧
原
倥
西
谷
大
衆

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
政
治
的
経
済
的
復
権
（
原
住
民
共
同
体
の
創
造

的
再
生
）
に
よ
る
ペ
ル
ー
に
お
け
る
社
会
主
義
へ
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の
道
を
展
望
す
る
た
め
の
原
点
と
な
る
。
こ
の
よ

う
な
意
味
か
ら
、
第
三
試
論
（
土
地
問
題
）
の
翻

訳
が
待
た
れ
る
。

　
一
方
、
六
号
（
昭
和
五
二
年
秋
刊
）
で
訳
出
さ

れ
た
の
は
、
セ
ー
モ
国
籠
5
器
ω
①
日
。
（
一
九
三

一
年
－
　
　
）
の
小
論
文
「
メ
キ
シ
コ
の
ア
シ
エ

ン
ダ
と
封
建
制
か
ら
資
本
主
義
へ
の
移
行
」
（
．
、
い
ρ

財
即
9
窪
O
ρ
臼
Φ
甑
o
p
昌
斜
団
冨
け
N
霞
巴
。
δ
印
α
禽

時
窪
O
巴
δ
白
。
巴
。
ぞ
詳
巴
凶
。
・
湯
ρ
、
．
ミ
無
ミ
智
疑

砺
ミ
爵
§
餅
累
。
．
伊
Q
Q
瞬
貯
σ
q
日
り
胡
）
で
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
の
ア
シ
エ
ン
ダ
研
究
は
、
一
九
七
〇
年

代
の
メ
キ
シ
コ
人
研
究
者
た
ち
の
精
力
的
な
調
査

活
動
に
よ
り
長
足
の
進
歩
を
と
げ
、
今
や
個
別
的

事
例
研
究
の
段
階
か
ら
明
確
な
分
析
視
角
と
理
論

モ
デ
ル
に
基
づ
く
総
合
研
究
の
段
階
に
進
む
べ
き

と
き
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
メ
キ
シ
コ
国
立

自
治
大
学
に
お
い
て
ア
シ
エ
ン
ダ
研
究
の
中
心
人

物
と
し
て
活
躍
中
の
同
氏
の
最
新
論
稿
の
い
ち
早

い
翻
訳
・
紹
介
は
、
有
意
義
な
試
み
で
あ
ろ
う
。

　
訳
出
さ
れ
た
論
文
は
、
著
老
自
身
が
「
ミ
ク
ロ

研
究
」
と
規
定
し
て
い
る
と
お
り
、
起
源
・
土
地

闘
争
・
土
地
市
場
・
農
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
項

鼠
の
も
と
に
こ
れ
ま
で
の
欄
別
研
究
の
成
果
を
整

理
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
新

し
い
研
究
動
向
が
君
取
で
き
る
。
第
一
に
は
、
メ

キ
シ
コ
一
九
一
〇
年
革
命
の
先
駆
者
な
ど
が
残
し

た
暗
い
停
滞
的
な
ア
シ
エ
ン
ダ
像
－
技
術
的
後

進
・
低
生
産
性
・
ス
テ
イ
タ
ス
シ
ソ
ボ
ル
ー
を

非
歴
史
的
解
釈
と
し
て
斥
け
、
十
七
世
紀
以
降
約

三
百
年
に
わ
た
っ
て
メ
キ
シ
コ
農
業
－
一
経
済
の
中

核
を
に
な
い
、
誕
生
・
栄
光
・
衰
退
を
経
験
し
た

一
個
の
歴
史
的
存
在
と
し
て
ア
シ
エ
ン
ダ
を
把
握

し
直
そ
う
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
も
っ

と
も
重
要
な
点
だ
が
、
ア
シ
エ
ン
ダ
の
自
給
自
足

的
側
面
を
強
調
す
る
タ
ソ
ネ
ソ
バ
ウ
ム
扇
欝
口
閃

日
㊤
口
上
窪
び
碧
野
畑
や
、
　
こ
れ
を
批
判
し
て
ア
シ

エ
ン
ダ
を
商
業
的
組
織
と
断
定
し
た
フ
ラ
ン
ク

諺
巳
お
Ω
蝦
滋
震
男
銀
目
約
説
に
た
い
し
、
　
セ
ー

モ
は
自
給
都
門
と
商
蹴
出
部
門
の
「
ア
マ
ル
ガ
ム
」

の
な
か
に
ア
シ
エ
ン
ダ
の
特
質
を
求
め
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
タ
ソ
ネ
ソ
バ
ウ
ム
の
封
建
制

説
、
フ
ラ
ン
ク
の
資
本
主
義
説
に
対
す
る
同
氏
の

過
渡
期
社
会
説
（
前
資
本
主
義
社
会
か
ら
資
本
主

義
へ
の
移
行
）
に
通
じ
る
論
点
な
の
で
あ
る
が
、

こ
の
小
論
文
で
は
理
論
的
側
面
に
は
あ
ま
り
重
点

が
置
か
れ
て
は
い
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
た
め

に
は
、
彼
の
主
著
ミ
無
ミ
討
恥
ミ
ミ
慧
ミ
駐
ミ
。

§
』
寒
§
。
㍉
卜
象
s
、
蒔
§
塁
＼
疑
費
－
馬
窺
（
お
圃
ω
）

が
参
考
と
な
ろ
う
。
訳
文
に
つ
い
て
は
印
刷
ミ
ス

や
誤
訳
が
若
干
見
ら
れ
は
す
る
が
、
巻
末
の
あ
と

が
き
や
洋
語
文
献
目
録
（
一
九
六
五
i
七
七
年
）

も
示
峻
に
冨
ん
で
お
り
、
一
読
の
価
値
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
　
（
B
5
判
　
平
均
四
〇
頁
　
一
九
七
五
・
七
七
年

　
神
戸
市
兵
庫
区
湊
川
町
八
丁
目
七
　
原
田
方
気
付

　
L
A
研
究
セ
ン
タ
r
　
頒
価
各
三
百
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
轡
木
芳
夫
　
京

『
史
林
』
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究

　
　
ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
要
〉

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度
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